
公益財団法人岩手県体育協会表彰Iwate Sports
Association

功労賞（令和４年度）受賞者
本県スポーツの普及振興に多大の業績をあげ、その功績顕著な方
■地域スポーツ振興発展に寄与	 	 	 	 　■競技スポーツ振興発展に寄与
　市町村体育協会　14 名					    　　競技団体等　18 名

氏　　　　名 推　薦　団　体

浅沼　 秀夫 一般社団法人岩手県テニス協会

佐藤 　　功 岩手県体操協会

佐藤 　金生 岩手県ウエイトリフティング協会

遠藤 　朝志 岩手県ハンドボール協会

藤田 　克市 岩手県自転車競技連盟

菊地 　信子 岩手県ソフトテニス連盟

柏山 　徹郎 一般社団法人岩手県卓球協会

和野　久典 岩手県相撲連盟

原田 　良一 岩手県柔道連盟

佐藤 　彰彦 岩手県バドミントン協会

高橋 　保夫 一般社団法人岩手県ラグビーフットボール協会

畠山 　　晃 一般社団法人岩手県山岳・スポーツクライミング協会

松尾 　　聡 岩手県アーチェリー協会

富谷 　行雄 岩手県ボウリング連盟

岩根 　節子 岩手県武術太極拳連盟

小野 　栄喜 岩手県少林寺拳法連盟

道又 　和夫 岩手県トライアスロン協会

佐藤 　義文 岩手県高等学校体育連盟

氏　　　　名 推　薦　団　体

柏木　 公博 釜石市体育協会

荒谷　 直樹 一般財団法人宮古市体育協会

金野　 幸冨 一般社団法人一関市体育協会

千葉 美弥子 一般社団法人一関市体育協会

岡﨑　 守雄 一般財団法人大船渡市スポーツ協会

中村　　 宏 一般財団法人花巻市体育協会

小田島 秀一 公益財団法人北上市体育協会

小野寺 　均 一般社団法人奥州市体育協会　

佐藤　 訓文 一般社団法人奥州市体育協会　

佐藤 新三郎 特定非営利活動法人陸前高田市体育協会

安藤　　 徹 一般社団法人八幡平市体育協会　

松本　 覺三 一般財団法人岩手町体育協会　

阿部　 照實 山田町体育協会

工藤 　浩二 岩泉町体育協会

栄光賞（令和 4 年度前期）受賞者

競技 区分 氏名 所属 対象大会 成績記録

陸上競技 選手 工藤 信太朗 一関学院高等学校 第38回U20 日本陸上競技選手権大会 男子3000m　優勝

陸上競技 選手 大井　 利江 北海道・東北パラ陸上競技協会
2022ジャパンパラ陸上競技大会 男子F53/砲丸投　優勝

第33回日本パラ陸上競技選手権大会 男子F53/砲丸投　優勝

陸上競技 選手 江川　　 勤 キンレイI.S.W 2022ジャパンパラ陸上競技大会 男子F43/砲丸投　優勝
男子F43/円盤投　優勝

全国大会の優勝者及び国際競技会において優秀な成績をあげた選手及びその指導者
【個人】46名

　当協会は平成 30 年に法人化を行い、一般社団法人
岩手県ラグビーフットボール協会となりました。我々は、
ラグビーフットボールの普及振興に関する事業を行い、
その健全なる発展を図るとともに、県民体力の向上と
明朗なスポーツマンシップの涵養に努め、もって地域
社会の発展に寄与することを目的として活動しておりま
す。令和 4 年度の県内登録チーム数は 55 チームで、登
録競技者数 1551 人となっています。今回は当協会加盟
の盛岡市ラグビーフットボール協会が中心となって取り
組む、ジュニア競技人口拡大の取組を紹介します。

　2019 年ワールドカップの自国開催では、ラグビー旋
風が日本中を駆け巡ったことは記憶に新しい訳ですが、
競技人口の増大には繋がっていないのが現状です。そ
の現象は県内ラグビー界においてより顕著で、少子化
という社会現象と共に高校生プレーヤーの減少に歯止
めが掛からず、全国大会県予選への参加選手数も減少
を続けています。
　ワールドカップの成功により、ラグビーの認知度が上
がった事で小学生プレーヤーが若干増えましたが、県
内のラグビーシーンは中学生になると競技を続ける環境
が身近に無く、中学への進学とともに別の競技へ移行し
てラグビーから離れてしまう選手が多いのが現状です。
　そこで盛岡市ラグビーフットボール協会では、盛岡
市近郊から若年層プレーヤーの人口拡大を目的とした
活動と、部員が少なく満足な活動が出来ていない高校
生ラガーが他校選手との交流を図りながら試合が出来
る環境を提供する目的とした事業を令和 3 年から実施
しております。

●ラグビー体験会の開催や活動場所の確保

●高校の部：当協会に所属する高校で合同チームを構
成し、市外の高校チームとの対戦

●幼児、小学、中学生の部：市内外のラグビースクー
ルや中学生チームを招いた交流戦

　これらの事業は、まだまだ種まき状態の為、本来の
目的とする競技人口拡大が結果として表れるには長い
道のりでありますが、活動を継続し、これからの時代
に合ったラグビー競技のあり方を模索し、更に磨きを
かけた企画、運営が出来るよう、協会関係者一丸となっ
て取り組んでいきたいと考えています。
　2023 年はラグビーワールドカップがフランスで開催
されます。前回の大会に続き、日本代表が躍進するこ
とで再びラグビー旋風が巻き起こり、楕円球を持って
グラウンドを駆け巡る小さな子供達が増え、共に中学
生や高校生プレーヤーが増えるよう、当協会が地元の
ラグビーをサポートして参ります。

●ラグビースクール経験者が中学進学後もラグビーに
触れることができる機会を増やす

●他のスポーツに取り組む中学生がラグビーに触れる
機会を設ける

●試合や大会出場を目的としない「スポーツ参加」を
希望する中学生へ活動の場を提供

1. 盛岡ラグビースクール少年団の活動サポート

3. 盛岡ラグビーフェスティバルの開催

2. 平日放課後ラグビーの運営

一般社団法人 岩手県ラグビーフットボール協会の取り組み

岩手県ラグビーフットボール協会
競技団体

S E R I E S

だより 一般社団法人
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